
情報の地図化～将来ビジョン（例）

少し高い部分線路で
分断される

主要水路

A

B

CD

D,Eが野菜

Eは水稲

をやめ、
野菜専
作に

⑥人・農地プランの実行
（担い手の耕作地の入れ替え）

①既存情報の見える化と共有（耕作状況の見える化）

→効率的な経営の実現
→計画的な担い手の育成を実施

②現地確認情報（水系、高低差等の確認）

③農家の意向確認
（１０年後も耕作継続見込み農地→例：５者)

→リタイア農家が出たら、ゾーンの農地を引き受け
→集約が進んだら、畦畔除去して大区画化

④⑤地域の将来ビジョン検討・決定
（収益が確保できる農業へのシフトと効率化
できる農地のゾーニング）
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① 担い手を確保し効率的な農業を推進するためには、混在している稲作、畑作の団地化が必要との考えの下、保全組合の設立

に合わせ人・農地プランを作成。品目毎に主要農家（中心経営体）に農地を集める団地化構想（地域の将来方針）を検討。

② 令和元年11月に保全組合で地権者のアンケートを実施。より有効な回答を得られるようグラフや農地利用図により地区の現

状を説明した上で、品目毎の団地化構想に対する賛否、貸付農地の貸付先の変更の可否等の意向を把握。

③ 県振興局はアンケートの結果や営農計画書のデータを反映した耕作者別、品目別等の地図を作成。

④ 農地の利用調整は、保全組合と農地中間管理機構の現地推進員が連絡を密に取り合い行っており、地区内の農地の貸し借

りは、全て農地中間管理機構を通じて実施。

⑤ 保全組合の構成員は、土地改良区の役員や中山間直接支払の協定代表者を兼務。そのため、地区内の農地利用のあり方

等、日頃より話し合いしやすい環境となっている。

女子畑地区は、旧天ヶ瀬町内に位置する６集落により構成された地区。中山間直接支払制度には、
平成13年度（第１期対策）から取り組んでいる。
高齢化と担い手不足を背景に、集落協定の区域内の農地を保全するため、平成28年に農地利用調

整組織である女子畑地区保全組合を設立。農家の意向を踏まえて農地集積・集約化に取り組んでいる。

地域の状況

取組内容

農地保全組合（農業者）が中⼼となり、合意形成を図ろうとしている事例
（⼤分県⽇⽥市天瀬⼥⼦畑地区（おなごはたちく）） 中間農業地域

成 果

令和２年３月に中心経営体、団地化構想に理解ある地権者等を参集した話し合いを予定。

保全組合（農業者）が主導して、中心経営体、地権者等が、品目毎の団地化という地域の将来方
針について話合い、合意形成を図る取組が進められている。

日田市
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女子畑地域の農地に関するアンケート 

日田市農業振興課

女子畑農地保全組合

この地域の農業に関して、みんなで考えましょう。

◇ 全国の農業をめぐる状況をみると、高齢化や後継者不

足、耕作放棄地や限界集落の増加など、５年後、１０年

後の展望が描けない地域が増えています。皆さんの集

落・地域はいかがでしょうか。

◇ この集落・地域に暮らす皆さんに、地域の将来について、

とくに「地域の農地をだれがどうやって守るのか」につい

て、考えていただきたいと思います。

◇ 今後、この集落・地域の皆さんと話し合う場を設ける

予定ですが、このアンケートは、その際の参考資料を準備

するためのものです。
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Ｑ１ 図は女子畑の農地図と、10 年後の年代ごとの農地面積です。 

地図の赤い部分は未耕作地です。

１－１ 今後、未耕作地はどうなると思いますか？ 

□増える □減る □わからない

１－２  上記で回答したような流れについてどう思いますか？ 

□なんとかしたい □どうしようもない □その他（ ） 

10 年後年代ごとの面積 

674 

文 

⾄⽇⽥ 
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Ｑ２ 下の地図は女子畑地区の主力農家の耕作地です。

２－１ 主力農家の面積は今後どうなると思いますか？

□ 増える

□ 現状維持

□ わからない

２－２ 主力農家についてあなたのお気持ちに近いものを教えてください

□ 地域の農地を守るため応援したい

□ 大面積を任せると草刈りなどの管理が雑になりそう

□ 土地が離れた効率が悪い営農をしていて先行きが不安

□ その他（ ） 

２－３ 10 年後、彼らが地域を守っていくために必要なことは何だと思いま

す？

□ 主力農家の農地を一カ所に集めること

□ 担い手がひとつにまとまること

□ このままでよい

□ その他（ ） 

２－４  今後、主力農家へ農地をまとめるため、既に貸し出している農地を

別の主力農家に交換してもらえますか？

□交換できる

□交換できない

□貸し出している農地はない

674 

文 

⾄⽇⽥ 

主力農家

Ａ法人

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
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最後にあなたのことを教えてください

氏名

後継者の有無 あり ・ なし

年齢 歳

あなたの農地の考え方（現在） □来年も営農を継続

□既に預けている

□来年にも農地を貸したい

□他の目的に利用したい

10 年後の農地の考え方（将来） □営農を継続 →水田作□

→畑作 □

□後継者に預けたい

□既に預けている

□新規就農者に貸したい

□地域の農業者に貸したい

□農地を売りたい

□他の目的に利用したい

アンケート結果については人・農地プラン作成のため、関係機関で共有させていただきます

個人情報の取扱いに同意される方はチェックをして下さい 

個人情報の取扱いに同意する □ 

ご協力ありがとうございました  
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